
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水溶性マグネシウム塩 水性ポリウレタン
を含む、 水性樹脂組成物。
【請求項２】
水溶性マグネシウム塩が、塩化マグネシウムである請求項１に記載の

水性樹脂組成物。
【請求項３】
水性ポリウレタンが、分子中にエステル結合単位を含有する請求項１又は２に記載の

水性樹脂組成物。
【請求項４】
エステル結合単位が、炭酸エステル結合単位である請求項３に記載の

水性樹脂組成物。
【請求項５】
水性ポリウレタンが、分子中にアニオン性親水基を有する請求項１～４の何れかに記載の

水性樹脂組成物。
【請求項６】
水性ポリウレタンが、分子中にスルホン酸基を有する請求項１～５の何れかに記載の

水性樹脂組成物。
【請求項７】
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カチオン性化合物を含む請求項１～６の何れかに記載の
水性樹脂組成物。

【請求項８】
前記カチオン性化合物が、エピクロルヒドリンポリアミドである請求項７に記載のインク

水性樹脂組成物。
【請求項９】
水溶性エポキシ化合物を含む請求項 の何れかに記載の

水性樹脂組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、水溶性マグネシウム塩と水性ポリウレタンを含んでなる安定性に優れた水性樹
脂組成物に関する。更に詳しくは、疎水性の強い水性ポリウレタンからの溶媒の乾燥速度
が水溶性マグネシウム塩により遅延化コントロールされることにより、経時安定性と被膜
形成性に優れ、印刷用材料用途などに有用な水性樹脂組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
分子中に親水基を有する水性ポリウレタンは一般には乳化剤を含まないので、その被膜は
耐水性に優れることから、各種塗料、インキ、コーティング剤、接着剤、被記録材等に応
用されている。
【０００３】
しかしながら、特に疎水性の強いポリエステルポリオールやポリカーボネートポリオール
を含む組成の水性ポリウレタンは、溶媒、特に水の蒸発速度が速いことから、保管時には
経時的に皮張り等が発生しやすく安定性に問題がある。また各種応用品を基材に塗布した
際には、被膜からの水の蒸発速度が速いことに起因して、膜厚等が不均一となったり、ク
ラックが発生したりするなど被膜形成性に問題が見られる。
【０００４】
これらの問題点の改善策として、水性ポリウレタンに高沸点の溶剤を添加する方法が知ら
れているが、臭気や環境問題から本質的に好ましい手法とはいえず、また、用途によって
は全くこの手法を用いることができず問題となっている。
【０００５】
例えば塗料として用いた場合には、塗膜の不均一性より、耐候性、耐水性あるいは耐薬品
性等の機能が本来の性能を発揮し得ず、また外観面においても問題が生じやすい。更には
基材への密着性や重ね塗り性も大きく損なわれるなどの不具合が発生する。
【０００６】
接着剤の分野においては、概して接着力は接着剤層とりわけ膜厚の均一性に大きく依存し
ており、上記問題点による弊害が大きい。
【０００７】
インキに応用した場合には、例えばグラビア印刷機においてインキが充填されるバット内
で皮張りが発生しやすいために、連続印刷時にトラブルが生じやすい。また版づまり等の
印刷不良の原因にもなる。
【０００８】
被記録材分野では、インクジェットプリンター、熱転写プリンター、レーザープリンター
、オフセット印刷など種々の印刷用として、フィルムや紙等の基材にポリウレタンをはじ
め各種樹脂組成物を塗布した被記録材が応用されている。
【０００９】
特に、インクジェット用被記録材については、近年フルカラー対応などインクジェットプ
リンターの高性能化が進んでいることから、高精細な印刷が可能となる被記録材が求めら
れている。この高精細な印刷を実現するため、紙、繊維シート、各種フィルム等の各種基
材にインク受理層を形成させたインクジェット用被記録材が使用されている。
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【００１０】
上記インク受理層としては、例えば各種親水性樹脂とシリカとの配合液、あるいは尿素－
ホルマリン樹脂を含有する溶液などを用いて形成されたものが知られている。
【００１１】
また、耐久性の点からウレタン系樹脂を用いてインク受理層を形成するタイプも提案され
ている。例えば、特開平９－３９３７２号公報には、吸水性のウレタン系ポリマーとカチ
オン性のアクリル系ポリマー及びカルシウムまたはバリウムイオンを含むインク受理層が
形成されたインクジェット用被記録材が示されている。
【００１２】
これら従来のインクジェット用被記録材は、概して染料を含むインク（以下染料インク）
の吸収性が比較的良好で、且つ、インクドットの広がりが少なくなるよう、被記録材につ
いて工夫されたものである。
【００１３】
ところで、近年は広告用途において、広幅の印刷が可能なワイドフォーマットインクジェ
ットプリンターで、顔料インクを用いて印刷されるケースが増えてきている。このワイド
フォーマットインクジェットプリンターを用いたシステムは、従来のシステムに比べ小ロ
ットの対応や納期短縮が可能で、かつ宣伝効果が高いことから、広告用途でのインクジェ
ット用被記録材の拡大が期待されている。
【００１４】
しかしながら、従来の染料インクを用いたインクジェットプリンターで印刷性能が良好な
上記のインクジェット用被記録材に、顔料を含むインク（以下顔料インク）を用いたイン
クジェットプリンター（以下顔料インクジェットプリンター）で印刷すると、良好な印刷
結果が得られない。また、ワイドフォーマットインクジェットプリンターで印刷された広
告は、印刷面を透明フィルムにてラミネーションして屋外で使用されることが多いため、
耐久性、耐水性、またラミネーション適性等が良好なことが求められるが、かかる点にお
いても十分な品質が得られない。特に、顔料インクは、近年急速に市場拡大が進展しつつ
ある広告用途に用いられことが多いことから、上記問題改善に対する産業界からの要請が
高まっている。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、高沸点の溶剤を使用しないで、経時的に皮張り発生等の問題を生じるこ
とがなく安定性が良好で、且つ均一な膜厚でクラックを生じない優れた被膜形成性を有す
る水性樹脂組成物を提供することにある。
また、本発明の目的は、各種基材上に該水性樹脂組成物からなる被印刷層を設けることに
より、インクジェットプリンター用、熱転写プリンター用、レーザープリンターあるいは
オフセット印刷等の印刷方法に適用した場合に、優れた印刷性能を有する被記録材を提供
することにある。
更に、本発明の目的は、特に顔料インクを用いたインクジェットプリンターでの印刷性能
を向上させ、実用レベルの高精細性、インク吸収性、耐摩耗性、高発色濃度を有する、イ
ンクジェット用被記録材を提供することにある。
更にまた、本発明の目的は、該被記録材又は該インクジェット用被記録材に文字及び／又
は画像を印刷した印刷物を提供することにある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記課題を解決すべく鋭意研究した結果、水溶性マグネシウム塩と水性ポ
リウレタン を含む、

水性樹脂組成物が皮張り等の問題が発生せず、経時安定性に
優れ、且つ均一な膜厚でクラックを生じない優れた被膜形成性を結うゆすることを見出し
、更にこれらの組成物からなる被印刷層を各種基材上に設けた被記録材を、

に適用した場合に、上記した従来技術の問題点が改善され優れた印刷性能
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を発揮し得ることをも見出し、本発明を完成させるに至った。
【００１７】
　即ち、本発明は、水溶性マグネシウム塩 水性ポリウレタン

、 水性樹
脂組成物を提供するものである。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の構成につき詳細に説明する。
【００２２】
本発明の水性樹脂組成物は、水溶性マグネシウム塩及び水性ポリウレタンを含んでなる樹
脂組成物である。
【００２３】
本発明で使用する水性ポリウレタンは、水分散型、あるいは水可溶性のポリウレタンであ
るが、耐水性の点で水分散型ポリウレタンが好ましい。
【００２４】
また、本発明で使用する水性ポリウレタンは、分子中にエステル結合単位を有するもので
あり、その中でもエステル結合単位が炭酸エステル結合単位であるものが好ましい。具体
的には、ポリカーボネート鎖又はポリカーボネート鎖及びポリエステル鎖を有する水性ポ
リウレタンが耐久性の点で好ましい。
【００２５】
水性ポリウレタンの製造方法としては、従来からよく知られているいずれの方法でもよく
、親水性基を有さないポリウレタン樹脂を外部乳化剤により、強制的に水性媒体中に分散
するという方法もあるが、これと異なる方法、例えば、次のような方法が好ましい。即ち
、
▲１▼活性水素含有化合物、及び親水性基含有化合物と、ポリイソシアネートを反応させ
て得られた親水性基含有ポリウレタン樹脂の有機溶剤溶液又は有機溶剤分散液に、必要に
応じて中和剤を含む水溶液を混合して水性分散体を得る方法、あるいは、
▲２▼活性水素含有化合物、及び親水性基含有化合物と、ポリイソシアネートを反応させ
て得られた親水性基含有末端イソシアネート基含有ウレタンプレポリマーに、中和剤を含
む水溶液と混合するか、または予めプレポリマー中に中和剤を加えた後水を混合して水に
分散させた後、ポリアミンと反応させて水性分散体を得る方法、又は、
▲３▼活性水素含有化合物、及び親水性基含有化合物と、ポリイソシアネートを反応させ
て得られた親水性基含有末端イソシアネート基含有ウレタンプレポリマーに、中和剤及び
ポリアミンを含む水溶液と混合するか、または予めプレポリマー中に中和剤を加えた後ポ
リアミンを含む水溶液と混合して水性分散体を得る方法、などである。
【００２６】
本発明におけるポリカーボネート鎖又はポリカーボネート鎖及びポリエステル鎖を含有す
る水性ポリウレタンは、上記のような公知の製造法を用いて製造することができる。即ち
、例えばポリカーボ－ネート鎖を有する活性水素含有化合物（以下ポリカーボネートポリ
オールという）単独、又はポリカーボ－ネートポリオール及びポリエステル鎖を有する活
性水素含有化合物（以下ポリエステルポリオールという）を用いて上記の製造法で製造す
ることができる。あるいはポリカーボネートポリオールを用いて上記の製造法等で製造し
た水性ポリウレタンと、ポリエステルポリオールを用いて上記の製造法等で製造した水性
ポリウレタンを混合して用いてもよい。
【００２７】
ポリカーボネートポリオールとしては、例えば１，４ーブタンジオール、１，６－ヘキサ
ンジオール、ジエチレングリコール等のグリコールとジフェニルカーボネート、ホスゲン
との反応によって得られる化合物等が挙げられる。これらを単独又は２種以上組み合わせ
て使用することができる。
【００２８】
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また、ポリエステルポリオールとしては、例えばエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール
、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、ジプロピレン
グリコール、トリプロピレングリコール、ビスヒドロキシエトキシベンゼン、１，４－シ
クロヘキサンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、ビスフェノールＡ、水素
添加ビスフェノールＡ、ハイドロキノン及びそれらのアルキレンオキサイド付加体等のグ
リコール成分と、
コハク酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカンジカルボン酸、無水マレイ
ン酸、フマル酸、１，３－シクロペンタンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサンジカル
ボン酸、テレフタル酸、イソフタル酸、フタル酸、１，４－ナフタレンジカルボン酸、２
，５－ナフタレンジカルボン酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、ナフタル酸、ビフェ
ニルジカルボン酸、１，２－ビス（フェノキシ）エタン－ｐ，ｐ '－ジカルボン酸及びこ
れらジカルボン酸の無水物あるいはエステル形成性誘導体；ｐ－ヒドロキシ安息香酸、ｐ
－（２－ヒドロキシエトキシ）安息香酸及びこれらのヒドロキシカルボン酸のエステル形
成性誘導体等の酸成分とから脱水縮合反応によって得られるポリエステル、ε－カプロラ
クトン等の環状エステル化合物の開環重合反応によって得られるポリエステル及びこれら
の共重合ポリエステル等が挙げられる。
【００２９】
上記ポリカーボネートポリオール、ポリエステルポリオールの他に、物性を損なわない範
囲内でこれら以外の活性水素含有化合物を使用することができる。
上記以外の活性水素含有化合物としては、例えばアルキレンオキサイド鎖を有するポリオ
ールがある。アルキレンオキサイド鎖としては、代表的なものとしてエチレンオキサイド
、プロピレンオキサイド、ビスフェノールのエチレンオキサイド付加物等が挙げられ、こ
れら単独又は２種以上組み合わされていてもよい。アルキレンオキサイド鎖の含有量に特
に制限はないが、ポリカーボネートポリオールの全ポリオール成分に対する割合が５０重
量％以上となるように併用することが好ましく、より好ましくは７０重量％以上である。
また、ポリカーボネート鎖を有する水性ポリウレタンとポリカーボネート鎖以外のポリオ
ール鎖を有する水性ポリウレタンを混合して用いる場合も同様で、ポリカーボネート鎖を
有する水性ウレタンの全水性ポリウレタンに対する割合が、固形分換算で５０重量％以上
となるように併用することが好ましく、より好ましくは７０重量％以上である。
【００３０】
ジイソシアネートとしては、例えば２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレ
ンジイソシアネート、ｍ－フェニレンジイソシアネート、ｐ－フェニレンジイソシアネー
ト、４，４ '－ジフェニルメタンジイソシアネート、２，４ '－ジフェニルメタンジイソシ
アネート、２，２ '－ジフェニルメタンジイソシアネート、３，３ '－ジメチル－４，４ '
－ビフェニレンジイソシアネート、３，３ '－ジクロロ－４，４ '－ビフェニレンジイソシ
アネート、１，５－ナフタレンジイソシアネート、１，５－テトラヒドロナフタレンジイ
ソシアネート、テトラメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネ
ート、ドデカメチレンジイソシアネート、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、
１，３－シクロヘキシレンジイソシアネート、１，４－シクロヘキシレンジイソシアネー
ト、キシリレンジイソシアネート、テトラメチレンキシリレンジイソシアネート、水素添
加キシリレンジイソシアネート、リジンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート
、４，４ '－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、３，３ '－ジメチル－４，４ '－
ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート等が挙げられ、それぞれ単独又は２種以上組み
合わせて使用することができる。これらのジイソシアネートのうち、安定性と耐光性等の
点から脂肪族ジイソシアネートが好ましい。尚、本発明の効果を損なわない範囲で３価以
上のポリイソシアネートを併用することもできる。
【００３１】
水性ポリウレタンとしての安定性等の点から、ジイソシアネート以外の成分／ジイソシア
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ネートの重量比としては、５０～９５／５０～５重量比であることが好ましい。
【００３２】
本発明の実施にあたっては、一般に市販されているポリカーボネート鎖を有する水性ポリ
ウレタンを使用してもよい。
本発明で使用してもよい分子中にポリカーボネート鎖を含有する水性ポリウレタンの市販
品としては、例えば大日本インキ化学工業（株）製の「ボンディック」（商品名）、「ハ
イドラン」（商品名）やバイエル社製の「インプラニール」（商品名）等の水性ポリウレ
タンが挙げられる。また使用に当たっては、被膜強度や耐水性の問題から、乳化剤含有量
のできるだけ少ないものを使用することが好ましく、一般的に自己乳化型と呼称される乳
化剤を含有しない水性ポリウレタンを使用すると耐水性がより優れることとなり好ましい
。
【００３３】
水性ポリウレタンの平均粒子径は、樹脂エマルジョンの透明性や安定性、耐水性等の観点
から、３．０μｍ以下とすることが好ましい。この範囲内であれば、得られる水性樹脂組
成物の耐水性や安定性、及び水性樹脂組成物を塗布した面の光沢等が非常に優れたものと
なり、好ましい。
【００３４】
水性ポリウレタンの不揮発分含有率（即ち、１０７℃にて２時間保持後の残存分重量％対
初期重量）としては、水性ポリウレタンの粒子径や安定性等の点から、好ましくは５～７
０重量％、より好ましくは１０～６０重量％である。
【００３５】
本発明の水性樹脂組成物は、水溶性マグネシウム塩を含有していることに特徴を有する。
水溶性とは、２０℃の水にマグネシウム金属塩の飽和水溶液を調製した場合、飽和水溶液
１００ｇ中に含まれるマグネシウム金属塩が１ｇ以上になるものをいう。水溶性マグネシ
ウム塩としては、マグネシウム塩のうち、水溶性であれば特に限定はなく、公知公用のも
のを用いることができる。例えば塩化マグネシウム、酢酸マグネシウム、硝酸マグネシウ
ム、リン酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、塩素酸マグネシウム等が挙げられる。尚、
本発明が上記具体例によって、何等限定されるものでないことは勿論である。また、水溶
性マグネシウム塩は１種類だけを用いても構わないし、２種類以上を同時に用いても構わ
ない。これらは後述する理由により、顔料インクに対する印刷性を向上させる効果を有す
る。
【００３６】
一般に疎水性の強いポリエステル鎖やポリカーボネート鎖を有する水性ポリウレタンは、
溶媒、特に水の蒸発速度が速いことから、保管時には経時的に皮張り等が発生しやすく安
定性に問題がある。また各種応用品を基材に塗装した際には、被膜からの水の蒸発速度が
速いことに起因して、膜厚等が不均一となりクラックが発生するなど被膜形成性に問題が
見られる。水溶性マグネシウム塩は、この水性ポリウレタンからの溶媒の乾燥速度を遅延
化コントロールする作用を有しており、水溶性マグネシウム塩を含有させることにより水
性樹脂組成物の経時安定性と被膜形成性を向上させることができる。水溶性マグネシウム
塩の使用量としては特に限定されるものではないが、水性ポリウレタンの樹脂固形分１０
０重量部に対し、１～３０重量部の範囲が好ましい。
【００３７】
またポリカーボネート鎖又はポリカーボネート鎖及びポリエステル鎖を含有する水性ポリ
ウレタンは水素結合が経時で強くなる傾向にあり、これが印刷性能に悪影響することが判
明しているが、水溶性マグネシウム塩を併用することにより水素結合をコントロールし、
印刷性能とりわけ顔料インクに対する印刷性が向上するものと推定される。
【００３８】
本発明の水性樹脂組成物は、被記録材の被印刷層に使用された場合に優れた特性を発揮す
るが、水性樹脂組成物にカチオン性化合物を含有させ、かつ水性ポリウレタンとしてはア
ニオン性親水基を有するものを用いることにより、印刷性と光沢とが両立した、より優れ
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た被記録材を得ることができる。
【００３９】
水性ポリウレタンが有するアニオン性親水基としては、水性樹脂組成物をシート状基材に
塗布した場合の塗布シートのカールが少ないことから、スルホン酸基が好ましい。このス
ルホン酸基は、活性水素含有化合物とジイソシアネートとの反応時にこの官能基を有する
原料を使用することで導入できる。通常、末端イソシアネート基を有するプレポリマーの
高分子量化の工程（鎖伸長工程）でスルホン酸基含有ジアミンあるいはスルホン酸基含有
ジオールの使用で導入することができる。一般にはカルボン酸基を大量に含有する水性ポ
リウレタンは塗布シートにカールが生じやすいが、カールを生じない範囲内でカルボン酸
基をスルホン酸基と併用してもよい。
【００４０】
一方、カチオン性化合物としては、エピクロルヒドリンポリアミド樹脂が好適である。こ
のエピクロルヒドリンポリアミド樹脂は、一般には湿潤紙力増強剤として知られているも
のである。この樹脂は公知の方法で製造することができ、例えばジエチレントリアミンの
如き多官能ポリアミンとアジピン酸の如き多塩基酸を縮合させて得られたポリアミドポリ
アミンを、エピクロルヒドリンと反応させて得ることができる。このエピクロルヒドリン
ポリアミド樹脂の市販品としては日本ＰＭＣ（株）の「ＷＳ５２５」、「ＷＳ５３５」や
「ＷＳ５７０」（いずれも商品名）、住友化学工業（株）の「スミレーズレジン」（商品
名）等を挙げることができる。
【００４１】
本発明におけるエピクロルヒドリンポリアミド樹脂の使用量としては、特に制限はないが
、水性ポリウレタンの樹脂固形分１００重量部に対し、１０～５００重量部の範囲が好ま
しく、より好ましくは５０～２００重量部の範囲である。かかる範囲でエピクロルヒドリ
ンポリアミド樹脂を用いることにより、水性樹脂組成物の安定性、被印刷層に用いた場合
の耐水性がより優れるものとなり、好ましい。
【００４２】
本発明の水性樹脂組成物にノニオン性水溶性高分子化合物を含有させることにより、水性
樹脂組成物の安定性をより向上させることができる。この安定化の効果がより有効に発現
するという観点から、ノニオン性水溶性高分子化合物の数平均分子量は５ ,０００～５０
０ ,０００のものが好ましい。また、ノニオン性水溶性高分子化合物の使用量は、特に制
限はないが、水性ポリウレタンの樹脂固形分１００重量部に対し、５０～５００重量部の
範囲が好ましく、より好ましくは１００～５００重量部の範囲である。かかる範囲であれ
ば水性樹脂組成物の安定性がより優れるものとなり、好ましい。
【００４３】
上記水性樹脂組成物の安定化効果に加えて、被記録材として用いた場合の印刷性を更に向
上させることが可能であることから、ノニオン性水溶性高分子化合物としては部分ケン化
ポリビニルアルコールが好ましく、さらにアセトアセチル化ポリビニルアルコールがより
好ましい。
【００４４】
アセトアセチル化ポリビニルアルコールとは、一般にポリビニルアルコール系樹脂の溶液
あるいは粉末に、液状、またはガス状のジケテンを添加反応させて製造されるものをいう
。このアセトアセチル化ポリビニルアルコールの使用量は、特に制限されないが、水性ポ
リウレタンの樹脂固形分１００重量部に対し、５０～５００重量部の範囲が好ましく、よ
り好ましくは１００～５００重量部の範囲である。アセトアセチル化ポリビニルアルコー
ルがかかる範囲の使用量であれば、水性樹脂組成物の安定性がより優れるものとなる。
【００４５】
アセトアセチル化ポリビニルアルコールの市販品としては、日本合成化学工業（株）製の
「ゴーセファイマーＺシリーズ」（商品名）等が挙げられるが、これら具体例によって本
発明が何等限定されるものでないことは勿論である。
【００４６】
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本発明の水性樹脂組成物には、更に水溶性エポキシ化合物を配合することができる。これ
により、本発明の水性樹脂組成物を各種基材へ塗布した場合、基材との密着性が向上する
ことにより、更に基材の耐摩耗性等の耐久性を向上させることができる。この効果は、上
記アセトアセチル化ポリビニルアルコールと水溶性エポキシ化合物との併用の場合に更に
向上する。
【００４７】
本発明で使用する水溶性エポキシ化合物としては、例えばソルビトールポリグリシジルエ
ーテル、ソルビタンポリグリシジルエーテル、ポリグリセロールポリグリシジルエーテル
、ペンタエリスリトールポリグリシジルエーテル、ジグリセロールポリグリシジルエーテ
ル、トリグリシデルトリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、グリセロールポ
リグリシジルエーテル、トリメチロールプロパンポリグルシジルエーテル、ネオペンチル
グリコールジグリシジルエーテル、１ ,６ヘキサンジオールジグリシジルエーテル、エチ
レン／プロピレングリコールジグリシジルエーテル等各種のものが使用できるが、３官能
以上のソルビトールポリグリシジルエーテルが好ましい。
【００４８】
水溶性エポキシ化合物の使用量は、特に制限されないが、水性ポリウレタンの樹脂固形分
１００重量部に対して、好ましくは０．１～２０重量部である。
【００４９】
本発明の組成物には、諸物性を損なわなければ如何なる他の材料も添加することができる
。例えば、ノニオン系、カチオン系、アニオン系の各種界面活性剤、顔料の分散剤、シリ
コーン系、フッ素系、アセチレンジオール系等の各種レベリング剤、紫外線吸収剤、酸化
防止剤などを添加することができ、これらの添加量としては、組成物中に固形分換算で好
ましくは０．０１～５重量％である。
【００５０】
また、アクリル系エマルジョン、合成ゴムラテックス、ポリビニルアルコール、ポリビニ
ルピロリドン等のバインダー成分も添加することができ、これらの添加量としては、組成
物中に固形分換算で好ましくは１～３０重量％である。
【００５１】
更に、インク定着性を有するカチオン性水溶性樹脂も添加することができ、これらの添加
量としては、組成物中に固形分換算で好ましくは１～３０重量％である。
【００５２】
また、シリカ、クレー、アルミナ、炭酸カルシウム等の各種多孔質顔料を添加してもよい
。多孔質顔料を添加することで、本発明の水性樹脂組成物を塗布してなる被印刷層に適度
な白度や更なるインク吸収能を持たせることができる。本発明のインクジェット用のイン
ク受理層用にはシリカが好ましい。多孔質顔料の添加量としては組成物中に固形分換算で
１０～９０重量％である。
【００５３】
また、本発明の水性樹脂組成物を塗布する際の加工速度向上のために、アルコール系やケ
トン系等の水溶性の溶剤等を添加することができ、これらの添加量としては、組成物中の
全溶媒中０．１～２０重量％であることが好ましい。
【００５４】
本発明の水性樹脂組成物は、各原料を適当な攪拌機、例えばプロペラ型やディスパー、ホ
モジナイザー等で十分に攪拌、混合することで調製することができる。
【００５５】
本発明の水性樹脂組成物は、各種基材に塗布することができる。基材としては、例えば、
紙、板紙、各種フィルム、繊維、不織布、スパンボンド等が挙げられる。本発明の水性樹
脂組成物を塗布された基材は、各種印刷の被記録材として有用である。
【００５６】
本発明の水性樹脂組成物を上記各種基材上に塗布する方法としては、公知の方法を用いる
ことができる。例えば、エアナイフ塗布、ブレード塗布、ロール塗布、グラビア塗布、含
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浸、サイズプレス塗布、ゲートロール塗布等が挙げられる。これらの方法で、本発明の水
性樹脂組成物を基材上に塗布したものを、乾燥させることで被印刷層を形成できる。
【００５７】
本発明の水性樹脂組成物は、経時安定性及び被膜形成性に優れ、各種基材上に塗布した場
合に均一な被膜が得られる被膜用水性樹脂組成物であり、各種塗料、インキ、コーティン
グ剤、接着剤、被記録材等に応用することができる。
【００５８】
被記録材用途としては、インクジェットプリンター、熱転写プリンター、レーザープリン
ター、オフセット印刷など種々の印刷用途への適用が可能である。
【００５９】
本発明の被記録材は、基材上に本発明の水性樹脂組成物からなる被印刷層を設けてなる被
記録材である。特に、フィルムや紙等の基材上に本発明の水性樹脂組成物からなるインク
受理層を形成した被記録材は、インクジェット用として極めて優れたものである。
【００６０】
熱転写プリンター用、レーザープリンター、オフセット印刷などの適用について簡単に説
明する。
良好なオフセット印刷は、通常は上質紙にラテックス、クレー、デンプン等を表面コーテ
ィングして表面をカレンダー処理した、いわゆるコート紙を用いることで達成される。印
刷性を向上させるためには、表面平滑性が高く、塗工層を嵩高化することが必要である。
この為に添加剤配合処方やラテックス組成面でのアプローチ、クレー等の顔料などの検討
が行われている。本発明の水性樹脂組成物は、嵩高化が可能であり、塗布して得られる被
印刷層の表面平滑性に優れることから、このようなオフセット印刷性向上に非常に有効で
ある。
【００６１】
また、本発明の水性樹脂組成物にカチオン性化合物を含有させると、アニオンとカチオン
のイオン的なミクロ凝集がもたらす微細な凝集構造体により、その塗布被膜が嵩高化しや
すくなり、オフセット印刷性が更に向上する。メラミン系やエポキシ系などの各種架橋剤
と併用すると、より好適である。
【００６２】
レーザープリンターや熱転写プリンターで使用される被記録材では、被記録材の高度な平
滑性が印字性能を左右する。その為、各種基材上の被印刷層をカレンダー処理して平滑性
を付与する方法が行われている。また、トナー（ポリエステル、ワックス、エポキシ系）
や転写インキ（昇華染料他）との密着性が重要であり、最適組成の検討がなされている。
本発明の水性樹脂組成物を塗布して得られる被印刷層は、表面平滑性が極めて高いもので
あり、組成物中のウレタン成分が各種インキとの密着性に優れることから、これらの用途
にも非常に有効である。
【００６３】
本発明のインクジェット用被記録材は、染料インク、顔料インクの両方に対して印刷性に
優れるが、特に、顔料インクに対する印刷性に優れる。また、耐久性、耐水性、ラミネー
ション適性等、広告用途としての要求特性を満足するものである。
【００６４】
本発明の被記録材に各種印刷方法で文字及び／又は画像を印刷して得られる印刷物は、高
精細な文字及び／又は画像、優れた耐久性、耐水性、ラミネート適性を有しており、特に
、広告用途に有用である。
【００６５】
【実施例】
以下、本発明を実施例により、一層、具体的に説明する。以下において、特にことわりの
ない限り、例中の部及び％は全て固形分換算、重量基準とする。また、諸特性は以下に記
載する方法で測定した。尚、本発明はこれら実施例のみに限定されるものではない。
【００６６】
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［水性樹脂組成物の経時安定性の評価方法］
得られた水性樹脂組成物をサンプル瓶に入れ、密封して４０℃で１ヶ月間保管し、皮張り
発生の有無、増粘の度合いを確認し下記の基準に従い評価した。
○：皮張りが発生せず、増粘もしていないもの。
△：皮張りが発生したが、増粘していないもの。
×：皮張りの有無に関わらず、水性樹脂組成物がゲル化していたもの。
【００６７】
［光沢の評価方法］
水性樹脂組成物の塗布面を目視観察にて下記の基準に従い評価した。
○：光沢が良好なもの。
△：光沢はあるが若干劣るもの。
×：光沢の全くないもの。
【００６８】
［印刷性の評価方法］
インクとして顔料インクであるＧＯインクを使用して、エンキャド社製ワイドフォーマッ
トインクジェットプリンターにて、シアン（以下Ｃ）１００％、マゼンタ（以下Ｍ）１０
０％、イエロー（以下Ｙ）１００％、ブラック（以下Ｋ）１００％、ＣＭ各１００％の混
色、ＣＹ各１００％の混色、ＭＹ各１００％の混色、ＣＭＹ各１００％の混色、ＣＭＹＫ
各１００％の混色のベタを印刷し、印刷外観、にじみの度合いを確認し下記の基準に従い
評価した。
○：印刷外観が良好で、にじみがないもの。
△：印刷外観が良好で、にじみが若干あるもの。
×：印刷外観が不良で、にじみが多くあるもの。
【００６９】
［発色濃度の評価方法］
グレタグ社製の反射濃度計を用いて、上記で印刷したＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋそれぞれの単色１０
０％のベタ部分における発色濃度を測定し数値の総合計で評価した。数値が高いほど発色
濃度が良好であることを意味する。
【００７０】
［耐摩耗性の評価方法］
上記で印刷したベタ部分を綿棒でこすり、色落ちの有無を確認し下記の基準に従い評価し
た。
○：全く色落ちのないもの。
△：一部色落ちのあるもの。
×：色落ちの多くあるもの。
【００７１】
［実施例１］
塩化マグネシウムを１０部、ボンディック２２５０［大日本インキ化学工業（株）製、ポ
リカーボネート鎖を有する水性ポリウレタン、平均粒子径０．２μｍ、不揮発分３５％］
５０部とＷＳ５２５［日本ＰＭＣ（株）製、エピクロルヒドリンポリアミド樹脂］５０部
、ゴーセファイマーＺ－２００［日本合成化学（株）製、アセトアセチル化ポリビニルア
ルコール］の１５％水溶液を５０部配合した水性樹脂組成物Ａを得た。
【００７２】
この水性樹脂組成物ＡをコンマコーターによりＰＥＴフィルム（厚さ１００μｍ）に乾燥
後の塗布厚が１５μｍになるように塗布し、乾燥温度９０℃で３０秒間乾燥し、被記録材
Ａを得た。
【００７３】
得られた被記録材Ａをエンキャド社製のワイドフォーマットインクジェットプリンターに
て印刷、評価した。インクは顔料インクであるＧＯインク（商品名、エンキャド社製）を
用いた。評価結果を表１に示す。
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【００７４】
［実施例２］
塩化マグネシウム１０部、ハイドランＨＷ－９７０［大日本インキ化学工業（株）製、ポ
リカーボネート鎖、スルホン酸基を有する水性ポリウレタン、平均粒子径０．１μｍ、不
揮発分４０％］３０部、ゴーセファイマー　Ｚ－１００［日本合成化学（株）製、アセト
アセチル化ポリビニルアルコール］の２０％水溶液を３０部、ＷＳ５２５［日本ＰＭＣ（
株）製、エピクロルヒドリンポリアミド樹脂］３０部を配合し、水性樹脂組成物Ｂを得た
。
【００７５】
実施例１と同様の方法でＰＥＴフィルムに塗布し、被記録材Ｂを得た。得られた被記録材
Ｂを実施例１と同様に印刷して評価した。評価結果を表１に示す。
【００７６】
［実施例３］
実施例１で得られた水性樹脂組成物Ａ１００部に水溶性エポキシ化合物であるＣＲ－５Ｌ
［大日本インキ化学工業（株）製］を５部添加して水性樹脂組成物Ｃを得た。
【００７７】
実施例１と同様の方法でＰＥＴフィルムに塗布し、被記録材Ｃを得た。得られた被記録材
Ｃを実施例１と同様に印刷して評価した。評価結果を表１に示す。
【００７８】
［実施例４］
ハイドランＨＷ－９３０［大日本インキ化学工業（株）製、ポリエステルポリオール鎖、
スルホン酸基を有する水性ポリウレタン、平均粒子径０．２μｍ、不揮発分５０％］と実
施例２で用いたハイドランＨＷ９７０とを、固形分換算で５０：５０に混合したものを、
ボンディック２２５０の代わりに使用する以外は全て実施例１と同様にして、水性樹脂組
成物Ｄ、被記録材Ｄを得た。得られた被記録材Ｄを実施例１と同様に印刷して評価した。
評価結果を表１に示す。
【００７９】
［実施例５］
実施例２においてＷＳ５２５を使用しない以外は全て実施例２と同様にして、水性樹脂組
成物Ｅ、被記録材Ｅを得た。得られた被記録材Ｅを実施例１と同様に印刷して評価した。
評価結果を表１に示す。
【００８０】
［実施例６］
実施例２において塩化マグネシウムの代わりに硝酸マグネシウムを使用した以外は全て実
施例２と同様にして、水性樹脂組成物Ｆ、被記録材Ｆを得た。得られた被記録材Ｆを実施
例１と同様に印刷して評価した。評価結果を表１に示す。
【００８１】
［実施例７］
実施例２において塩化マグネシウムの代わりに酢酸マグネシウムを使用した以外は全て実
施例２と同様にして、水性樹脂組成物Ｇ、被記録材Ｇを得た。得られた被記録材Ｇを実施
例１と同様に印刷して評価した。評価結果を表１に示す。
【００８２】
［比較例１］
実施例１において塩化マグネシウムの代わりに塩化バリウムを用いた以外は全て同様にし
て、水性樹脂組成物Ｈ、被記録材Ｈを得た。得られた被記録材Ｈを実施例１と同様に印刷
して評価した。評価結果を表１に示す。
【００８３】
［比較例２］
比較例１において塩化バリウムの代わりに塩化カルシウムを用いた以外は全て同様にして
、水性樹脂組成物Ｉ、被記録材Ｉを得た。得られた被記録材Ｉを実施例１と同様に印刷し

10

20

30

40

50

(11) JP 3906978 B2 2007.4.18



て評価した。評価結果を表１に示す。
【００８４】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８５】
【発明の効果】
本発明の水性樹脂組成物は、高沸点の溶剤を使用しなくても、経時的に皮張り発生等の問
題が生じることがなく安定性が良好で、且つ被膜形成性にも優れる。また、各種印刷の被
印刷層用、特にインクジェットプリンターのインク受理層用として優れている。本発明の
被記録材は、特に顔料インクのインクジェット印刷性に優れ、かつ耐摩耗性、発色濃度、
及び光沢も優れるものである。また、本発明の印刷物は、高精細な文字及び画像、優れた
耐久性、耐水性、ラミネート適性を有しており、特に広告用途に有用である。
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